
図書館の蔵書から その２ 

 

姫路高校は１９４５年（昭和２０年）７月に空襲により、そして

１９７０年（昭和４５年）１２月には再度校舎を焼失しています。

１９７０年の火災について本校の「沿革」を見ると、 

１９７０年（昭和４５年）１２月１５日 八代校舎の大半を原因不明の火災で焼失。

生徒・職員復興に立ち上がる。 

 

１９７２年（昭和４７年） ８月２９日 辻井校舎竣工、２学期より新校舎で学習開 

始。その後順次教育環境が整い現在にいたる。 

  とあります。 

図書館で受け入れた図書を記載した「図書原簿」を見ると、 

火災から１月も経たない１９７１年（昭和４６年）１月１１日には、 

図書の受け入れを行っています。ちなみに同日の受入図書５２冊は

全て寄贈本です。また、１９７１年（昭和４６年）度末までに 

１８９５冊を受け入れています。市費での購入の他、個人、書店か

らの寄贈本が多いのですが、生徒自治会、寄付金、生徒カンパとい

うものもあります。「火災時残留図書」というのもあります。『生徒・

職員復興に立ち上がる』ですね。 

 

１９７１年（昭和４６年）１月１１日、火災後初めて受け入れた 

図書５２冊のうち、登録番号１から登録番号１５までは現存してい

るのが確認できました（他は未確認）。５０年前の図書が残っていた

のです。登録番号１はつぎの図書です。 



 

  

 

それでは一番古い図書はどれでしょうか。現在確認できているのは

１９６３年（昭和３８年）３月１２日発行のつぎの図書です。登録

番号は５２８番で、受入日は１９７１年（昭和４６年）３月１１日

で寄贈本です。復興立ち上がり本ですね。 

姫高図書館では、図書委員とともに２０１６年度以前に購入した

図書のコンピュータ化をすすめていますがその中での発見でした。 



   
 

 


